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「シックハウス症候群｣と呼ばれる病が問題になっている．新建材から放散される有毒揮発性有機化
合物によるものだが，発症の様子はさまざまである．今年７月１曰に施行される改正建築基準法で
は，「シックハウス対策｣が義務づけされる本稿では，シックハウスの発生原因と防止対策について
述べ，あわせてオーブス(株)で開発したホルムアルデヒド･ＶＯＣ対策処理剤Ｗ'PH1XZ液を紹介する．

今年７月１日に施行される建築基準法改正に

伴い，建築物建設において｢シックハウス対策」

が義務づけられることになった(第１図，第１

表参照)．

この法改正の社会的背景には，新築・改築後

の建物に住むようになった後に発生する，原因

不明とされてきた病の急増がある．

この建築物の呼称を概念的に｢シックハウス」

としたことから，「シックハウス症候群｣と呼ば

れるようになった．問題とされる建物室空間の

状態や発生原因の究明には，課題が山積みにな

っている．

シックハウスの対策を考えるにおいて，建設

業従事者側での現状把握は，これからますます

重要になってくるであろう．

弊社では，「シックハウス対策｣において独自

の見解を持ち，その発生メカニズムの解明と有

害性の解説から，対策剤の開発に至った．

そして，公共建築物や集合住宅，戸建住宅な

ど，多くの施工実績を積み重ねている．

また，弊社研究チームは現在，国土交通省国

土政策技術総合研究所の｢シックハウス対策技

術の開発｣プロジェクトに参画している．

７ 、ｊ周回Ｉ
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第一の発生原因は，古来の建材には使われて

いなかった人工合成化学物質が，新建材に多く

使用されていることにある．

これらの化学合成された物質は，製品の統一

化と多量生産工程において，耐久性・施工性・

意匠性を要求されることにより，その品質の安

定性確保から使用され続けてきたものである．

現在，化学合成剤は量生産には不可欠なものに

第１図改下法のポイント
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第１表厚生労働省による化学物質の室内濃度に関する指針値
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なっている．

第二の原因として，省エネルギー対策やライ

フスタイルの変化により，冷暖房効率の向上を

考え，建物が高気密化されてきたこともある．

昔の生活のように，常々土壁を補修しながら

建物を使い，夏暑く，冬寒い生活に戻れば問題

は解決する．しかし，利便性を求めて繁栄して

きた現代社会や現代人には，住環境をとるか利

便性をとるかは，難しい選択だという人々も多

いだろう．実際，化学物質の利便性は，私たち
を豊かにしてくれた．

では，今回の建築基準法で規制されるホルム

アルデヒドとは，どのような物質なのか．

ホルムアルデヒドは，粘膜に対し非常に刺激

性があり，発ガン性のある物質とされている．

しかし，微逓ではあるが，人の皮膚呼吸や植物

の光合成からも放出されている物質である．

ホルムアルデヒドが人に害を与える状態と

は，ある空間に一時期に－定量以上のものが含

まれていることで，本来，代謝物として放出さ

れるべき物質が，生体活動に悪影響を及ぼして

いることを意味する．少しでも住環境に存在す

ると具合が悪いという物質ではない．

新築・改築後の建物に住まい始めた人々が，

突然，さまざまな体調不良を感じ発病すること

から，「シックハウス症候群｣と呼ばれている病
がある．

症状は人により異なり，全身に多種多様な現

れ方をする(第２図参照)．症状は短期的なも

の，長期的に持病となってしまうものもある

が，中には，建物が原因とは気付かない程度の

ものもある．

今日まで，原因不明の病とされてきたものの

中で，新築・改築後の建物に住むようになって

２ 

…－－…霊一一=再－－－－－－－－－

まずは，私たちがどのような栄養素を摂取す

るよりも絶対的に必要なものは，呼吸(皮膚呼

吸を含む)から採り入れる空気であることを認
識する必要'性がある．

人は呼吸をやめると，数分で死を迎えること

は知られている．大切な，必要不可欠な空気が

汚染されるということは，生態システムに悪影

響が現れることはすぐにうかがえる．
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他の同様な刺激を感じたときに再発し，症状が
治まらなくなる場合もある．

この｢化学物質過敏症｣と「シックハウス症候

群｣との違いは，シックハウスの場合，症状が

ある建物内にいるときだけに現れることから，

その建物が化学物質に汚染されている空間とし

て｢シックハウス」と呼ばれるようになった゛

研究者の報告から，化学物質過敏症患者の約

60％は，シックハウスが原因とされている.

「シックハウス症候群｣の怖さは，日常生活に

おいて，危険だとは感じられない微量な化学物

質に継続的にさらされることで発症し，気付か

ないままに症状が悪化していくことにある●今

日のストレス社会，忙しすぎる生活での体調不

良と考えているうちに，症状が悪化してしまっ

たとの報告もよく聞かれている．

頭痛･耳鳴り･めまい
目がチカチカする

第２図シックハウス症候群の症状

３ シツクハウスの防止対策
から発症したという人が多く報告され，建物が

原因であることがわかり，呼称として｢シック

ハウス｣，「シックスクール｣，「シックオフイス」

と呼ばれるようになったものである．

また，「化学物質過敏症｣と呼ばれ，短期的に

多量の化学物質の存在する空間で，急性中毒症

状が現れ，その後に発病し，この呼び名で診断

されている病がある．毒性の高い"ハチ刺され,,

と同様に，一度発症すると，同種の化学物質や

…－…震一=………詞一一震寅一否=－－－=‐

本稿では，シックハウスの対策や防止策を考

えてみることにする．

（１）多慰な揮発性有機化合物の放出

(｡:lij）なぜ新建材から多量な有害揮発`性有機

化合物(以下ＶＯＣ類)が放散されるのか(第

３図参照)？

蝿耐久性･施工性･意匠性の検討から，高
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素)が建材類に内部酸化を引き起こすことに

なる．ＶＯＣ類の放散が多い建材は，内部酸

化が激しく，劣化の早い建材といえる．

品質を確保したい．木材保存材・可塑剤・架
ご

橋剤．防虫防蟻青ﾘなど，すべてのｲﾋ学合成物

質は必要で，すべての新建材に多量に使われ

ている．

気温変化．気圧変化により，建材が室内の

水分を膨潤～乾燥を繰り返すときに化学物質

が放散される．

また，紫外線により，建材類が劣化する酸

化現象からもＶＯＣ類が放散されている.

;Ｑ２なぜ，揮発性有機化合物が有害なの

か？

鰯人の生態活動は,ベンゼン環を架橋材
として合成され，まかなわれている．現代化

学は，生体の生態システムを教科書として築

き上げられてきた．

しかし，このことで化学合成された人工物

（生体には異物ときれる)が，人体のベンゼン

環の存在により粘膜細胞に付着され，血液や

リンパ液中を運搬されることで，人の生態シ

ステムを狂わせることになっている.

（２）防止策や発生後の対策

防止策，発生後の対策に要求されるポイント

は，建材類から放出されるＶＯＣ類の放散を抑

えることであり，またその対策材には，二次汚

染としてのＶＯＣ類の放散がないものになる

弊社では，方策の焦点は建材類に含まれる

｢水｣がすべての原因であるとの結論に至った．

IpQ王肛占L）揮発性有機化合物が有害性を
示すのは，ベンゼン環･有機物の存在による．

しかし，ベンゼン環は他のすべての物質に

勝る優れた結合性から，生産業界の人工化学

合成に広く利用されている．

ｉＰＯ工ＮＴ２ベンゼン環の結合性を上回り，

その結合性を解離させ，揮発化させてしまう

ものは，水分子の崩れにより解離された水素

だけである．

気温，気圧の変化，そして紫外線により，

建材類に存在する結合水が崩れる．解離した

強い揮発性を持つ水素が，建材成分のベンゼ

ン環結合を切り，気化させる．

そして，結合水から水素結合が解離された

後に，非常な活性力を持つオキシダント(酸

４ 防止策の検討

遥一

①ベンゼン環結合は，化学的に安定した条

件・構造を考える．

②ホルマリンを使用していない建材から，

ホルムアルデヒドはかなり放散されてい

る．ノンホルムだけでは解決していない．

③建材製造時の使用水は，水として安定し

たものを選ぶ．

５ 発生後の対策

発生後の対策としては，下記の２方向に分か

れる．

詞蕊埖｝室空間空気質の改善
①換気を効率よく行い，汚染物質を排出さ

せる．

②汚染物質の吸着効果のあるものを室内に

設置する．

③空気清浄機を設置し，室内空気質を改善

させる．

詞策2::発生源である建材の処理による
ＶＯＣ放出の抑制

①汚染物質の吸着効果のある物質を建材表

面に固着きせ，出てくるＶＯＣ類を吸着き

せ放散を抑制する．

②建材から放出される有害物質を分解し，

無害化ざせ放散させる．

６ 処理材処理方策の検討

①建材や，使用されている化学剤の水素結

合．水酸基結合(結合水)を安定させ，化学

剤の結合性を強化することができるもの．

②放散されるＶＯＣ類のうち，紫外線によ
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写真１施工事例(体育館）

写真３対策処理剤ＷＰＨｌＸＺ液による施工例

jﾊﾟﾎﾟ雛ジ間がｍｉ/弦１１豆し江>j工Ｔｒｉ；
すでに放散している室内空気中のＶＯＣ･ホルムアルデ

ヒドの処理だけでばく，発生源そのものの処理が可能
になる．

写真２施工事例(教室）

jW騒急…亜……
」流批樋慾§錘ろ剤劣化現象から発生される放散量が最も

多いが，建築物への紫外線の透過は免れな

い．

ＶＯＣ放出を防ぐためにｊ建材表面の処

理によりふさぐと，建材内部で気化の方向

性を持った物質が充満することになり，建

材類に内部酸化を促進させることになる．

③対策材には，二次的にＶＯＣ類を放散す

ることになる二次汚染が考えられる剤を使

用してはならない．建材表面をふさぎ，－

|篝!'鱗iiil曇ii雲雲Ｉ
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第５図Ｗ，PHlXZ-Ableエ法の３大ポイント

第４図Ｗ,PH1XZ-Able工法の施工ステップ
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第２表WPHIXZ-Able工法による化学物質減衰結果事例

護hiJiiiiLijliJifJiliLホルムアルデヒド
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エチルベンゼン

スチレン

００１９ 

００４ 

＜０.Ｏ１ 

ｑＯ２ 

＜0.01 

0.Ｏ２ 

ｑ２１ 
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ｑＯ６ 

＜0．０１ 

|高知県高知市

|宮城県仙台市

一般住宅(Ｓ邸）

一般住宅

ホルムアルデヒド

ホルムアルデヒド

翫
一
卿
一
蝿
獅
汕
獅

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

エチルペンゼン

スチレン

0.42 

００９ 

００２ 

０．０３ 

＜0.01 

0.03 

003 

＜0.01 

＜0.01 

＜０．０１ 

市立中学校(体育館） 三通県鈴鹿市

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

エチルペンゼン

スチレン

0.046 

0.25 

0.01 

0.04 

0.12 

0.037 

002 

＜0.01 

０．０３ 

＜0.01 

19,6 

92.0 

三重県四日市市Ｒ社住宅展示場
25.0 

91.7 

67.7 新潟県新潟市 ホルムアルデヒドＴ社住宅展示場

ﾛホルムアルデヒド濃度は実測値を２５℃で換算．数値他のＶＯＣ類は実測数値を示す．

時期ＶＯＣ類の放出を抑えられても，後に

再びＶＯＣ放出が考えられるベンゼン環合

成のものは使用できない．

＊ベンゼン環合成を利用せず，後施工において

建材類に対策剤を含攪，固着させられること

が要求される．

現在，シツクハウス対策を考えるには，問題

や課題は山穣みであるとされているが，対策を

研究する研究者には，シックハウス症候群の発

症の解明が不可欠になる．

空気質改善に利用する物質は，後に生体に有

害性を示すとされているものは使用できない．

本来は専門外とせず，－番に取り組むべきポイ

ントになるかもしれない．

また，空気質改善だけではなく，その後の建

材処理・廃棄処分においても，生態系への影響

のないものを考える必要性も出てくる．

やはり，課題は山積みであるといえる．

７ 今後の課題

蛤一…－－－－－

今回ここに，弊社のホルムアルデヒド・ＶＯＣ

対策処理剤Ｗ，PHⅨZ(ダブリユフイクス)液の

開発にあたり，弊社研究チームがたどりついた

結論をまとめてみた(第４，５図，第２表，写真

1～３参照)．

(キシキヨミ）オープス(株）
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